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桑及び二三作物幼根の紫外線螢光物質の分泌に就て

田口亮平

　署蒋は［工て薬種子の蝶塚こノニ光線f’ヒの闘係轟：調梶せし際、水にて潤せ凝1擁転1：に難‘llせしめた

るものに紫外線を照射ずると鴛紮外線に伏り轡し．く爆｝光左1放や物質が幼横よi？濾続韮t‘n分泌凄

れて叢了｝るの召1ill察し翫、。

　そこで昭和ノL年しIJ、索その他灘1、の作物磁子靴猫蜘呂濯」、嚇蜜内に竃案陽燈、1；り獲す撫

光線中のτ加i旦1光欝随濾光仮にて除」；・し即ご得た紮外藩lii翻il｛射して幼f焚のう」泌物貿絶の他にiit槍きて

螢光遊親寮しfe。以下今続で行つた襯寮¢）：却要煮：轍告す娠、

　種子腰芽の：方沼ミはシヤーレに1慮続駈敷製辮留ノklttてii？1しそのllに穐r叡1，㌃べ　汽1‘㌻｛1の西レ

触スクツト中に入れた。観寮の爲の操作以外1次光線む遮噺し甑、

（D　種子の襲芽状況と幼根分泌物翼の螢光色
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終を附せるものはその肺撫坤1燃せるもの、附せざるものは11服1

　　　　　　のf囲然せざるもの

捜蔓∫：瓶況　1・一一幼根をf董かに繊す

　　　　　2．　根毛を生す、叉は禰擾く幼根伸長す

　　　　　3、　　種皮約傘鍛脱落す

　　　　　4．　穣皮憂部脆落す

　　　　　5。　　藥を展開す

螢光色　Ridgway，　Co1⑪v　stan〔1ards　and　Non｝enclatureに依る

螢光の観察の時は濾続1：より種子には幼植物をビンセツトをもつて除き種子3ζは

幼根のあbSeる部分の濾細：の螢光を紫外線を當てて見、絡れ1ぎ允鱗躍剛幽

　　．　　　て次回の競察までテルモスタツト中に入れる。

即ちPt1　r一より幼提を出し始める頃より、幼植物は紫夕隔1により螢光色を獲する物質を分泌し、

その景は植物の種類の異るにそ楚ひ大叢があり、螢光の色も3ζ幾分異にする〔，
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（2）子苗幼根よりの分泌

機芽後六ll桐の子ll肖を他の潤したる濾紙の上に移し1「1経瑚せる後その濾続の上の螢光を槍

したるに次の如くであつた。

・膏丁廟織緬門『　鵬1の線と既の襯よの赤・鞠躁叉はこれ畷す
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＿．．一＿ @　　　　るものは獲遡1後Z，3日にて分泌を大休絡るも桑，小豆等は比
分泌ナ　　　　　　較的長く分泌するを知る。

分泌す

分泌せず　　　　　（3）無菌的に襲芽せしめたる場合

欝　　謙；蹴購灘罫騎麟灘髭腸鵬
無を槍し充るに然らざる場合とi餅：藍の螢光物質を夕｝泌するを認めた。

（4）　登芽床の水素イオン濃壌と紫外線螢光物質の分泌

　X，1・15，6，7，8の綾衛談をもって桑種子を機芽せしめ紫外線螢光物貿の分泌を槍しkるに何

れも幼根より蒸溜水の蛎合と同様の盗光物質の分泌を認め海。倶し何れのll電も薦封ミは著しく抑

堅せられブヒ。

（5）芋苗細胞液の紫外線螢光色

　分泌物質の細胞液rl；の；仔蒼を知らんとしてこの槻察をなした。乾き海る濾紐に細月包液を吸牧

せしめて紫外線を照射して槻察す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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　以1：の五つの植物の細胞液の螢光色は企然異る二っの田ypOに分れることは實に鼻処味ある事

實である。そして幼隈の分泌物とその細胞液の紫外線蟄光色と非欝に似ることは細胞液中に存

する物質が幼根の細胞膜を通遡℃て外に分泌せられたるを朋かに示すものである。

　金然爽芽を始めない桑種子を濾紙1二により潰してその螢光を槍するに盃く螢光物質の存在を

認めることが出來ない。然るに種子が水を吸牧して内部に化墨愛化が起ると螢光物質の生威を

認めることが川來る。幼恨より分泌せられた螢光物質は金く種子中の貯蔵養分の濃芽の際の化

麟攣化によつて生じたるものであると思はれる。

　植物種子はその含有域分によつて澱粉種子、i蛋白種子、脂肋種子2叉は澱粉種子、1塒肪種二戸

とに匠別される。そして磯芽の際の化墨攣化はそれぞれ異る轡脂肪種子【こ鵬する桑7が著しく

紫外線螢光物質を分泌し茸科植物がこれに似プと螢光物質を出し叉爾岩昌の細胞液が同檬な螢光を

放つこと、結球由菓；練間大根、野澤i菓等が同様に少し螢光物質を分泌し細胞液の螢光色も同

操であること等は磯芽種予批に子苗の盛鰍曲01is111に樹して或る曙示を與へるものである。

　植物の根は非常に大なる浸蝕作用を鵠することは實瞼的に謝y1されてノ三聾る琶幼根の分泌する

紫外線螢光物質が果して根の浸蝕作月jに關係あるものであるか、叉は箪なるMe士abolisエnの慶

物であるか．3くその本体に就き引績き撮究せんとするものである。
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　　　摘　　要

（1）鼠穴駄小瓢結∫舶礁繍駄楓婁1階黙湖即堀子耀細，罎蜘しめ一e
れに1唾所にて紫外線を1照珊するに幼根より櫨紙ヒに紫夕協llに依りて螢｝職搬する物質の分泌さ

れて居るの醐察した・肌りζ薬汰砿小：燃’包・螢・雌だ螺伽・もの聯働鰯か倣。
而して螢光色は桑はC（》鋤r≧枷llし1〕lue，大亙．ノ庶胴：鼠曲撮u。　vil蝋その仙は：ll’tLlo　Tl（el’o．

valin　1．）lueであつた。

②鶴後畑口の’・r・・1’1ll’の幼臆購索・小：㌧ノ：に於ては襯，く紫・脇艮ど　淵微が…－IIM工畷

て分泌帥たる酬牒昧が・糸・‘1蜘「臨練問lt根、野1糠に於て伊燃く分泌しなかつた，即

ち後湘こ於て畷搬二登［1聞に燃の分泌麟萎るもの蜘く・酵漏。

　（3）桑種子を無菌白ijに磯芽させたる瘍合も然ら書葡揚合賑鰹く岡様であつ翫。

　（4）PH　5，6，7，8の綾衛液をもつて蹟磁子な搬：刻こせしめたるに何れも紫外線螢光物Z’ITを分

泌するを認めた。

　（励　子i繍朋包液の螢光色を調べたるに藥、小獄やよ、葉灘は企然螢光を搬せ歩イ』ミのみ判然た

る螢光色嬢醐撫工）・111・）1・e・・i・・）1（，：t（：L）後習　袈：｛．’）・1U・1翻1　vi・1。もσ）であつた、謙11』破

n弧繍1大嵐野灘菓駒蝿1徽の螢光搬蝶，きllく灘く根剛鋤てXti〈、その伽
Yale　1，lueであるのを躍魁察しプヒo

縦朧行ふに’融獄のf燃を興へらSl・f・・7w母・1蜘嚇繍隅1糠凱て，緻榊翻

なる御指鞭賜り一取本徽1纈勢祉られたる脚睡万鱒」・剛して瀾・〆泌1翻1礁削ξ
する、．3ζ有釜なる助欝を與へられ海恩師跡ヒ博士．金了敬授、饗il験に鮒しで多大の便ll曾i撫鞭鍵

を興へられた倉潔敏拠山r助瞭駿に封しで深i謝ず。
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　　　　　　　　　　　　（町聞禾1じJLIil・しノヨノll・一一i三1三鷲葺：：農）

　　附　團　観　明

　　Fig・ユ・予宣かに種＝r‘よリ磯芽せる薬幼根よリ分泌せる物質の紫外線鼓光

　　Fig・2・更畷芽の勘たるナ1允態の桑幼根の分泌せる物質・・紫外線螢光

　　Fig・3・俺かに種予よU畿芽せる、小翻幼根の分泌せる物質の紫外線螢光

　　Fig・　4・更に幽‘蝿みた嫌態の小鮒根よ粉泌せる物盟肋紫夕隙螢光

この甑はt伽・i・蹴二枚を勲d…となして撮影せるものにして、畑翻矧鳴…捷副繍
獣船嶽の助力囎果によIJ・titつたものである。
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On the Secretion of Ultraviolet Fluorescent Substances from 

Radicles of the Mulberry and some Other Crops

Ryohei TAGUCHI

（Receive〔1　July　31，1934．）

R6sum6

（1）When　ultraviolet　ray　was　projected　upon　the且1ter　paper　ol、　wh｛ch

菰＝＝1：工蒸ll1藤噸蔵1［噛21囎。詰eh騰yg謡i灘
M・lb、1・・y　　　lC。，、m。lil醐。，・　　　　　　　　　　　・
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1inlCUt　ai　und　NOzawan1、

（〕uCUUlber

　　　　　　　　　’　　　　　　　　the　author　observed　ultraviolet　fluo－

s・e「醐ueVi°1”t @　，esce。t　s、11，stances　sec，eted　by

　　　　s｝・・。1、　N。，。P、、1i，、1・hl，　　t・hese　radic1・s・p。n　the　paper・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　And　their　fluorescent　colors　are

　　　　”　　　　　　　　　as　fo！lowing．

　　　　　”　　　　　　　　　　　　　（Accord｛ng　tQ　Ridgway’s

Color　standards　and　Nomenclatし1re）

　　　（2）　On　the　sixth　day　after　the　beginning　of≦ζernユination，　the　seedling

roots　of　mulberry　and　red　bean　secreted　the　fluo．Tescent　substances，　but　those

of　chinese　cabbages（Kekkyu・hakusai　and　Nozawa・na）did　not、

　　　（3）Mulberry　seedlings　germinated　disinfectionally　secreted　the　same

substance　as　the　fo正・rner　case。

　　　（4）　Secretion　froln　mulberry　radicles　were　not　obstruct⑱d　by　the　hydrogen

ion　concerltratiorl　of　germinating　bed　such　as　PH　5，6，7，8，

　　　（5）　Ultravヱ01et・魚orescent　colors　of　cell　sap　of　the　seedlings　are　as

following．

L．一旧、璽．．t－．．／ttt．L．一一一鞭一ttt⊥一．＿＿蝕些一＿．－t＿．

ユ1’｛ulberry

Red　bean

Chhlese　cabbages（1〈eklcyu－1・akusai
and　）IOzawa－Jユ［）

Radish

Yale　I3111e N’　ale　】31ue

，，

「・・111輔・1・・（・）

　Dul11去lui8h　Vielet（1）

　Yale　Blue

　　　Explanatiorl　of　the　photographs．

　　　The　photographs　inserted　are’ultraviolet・fユuorescence　of　the　secreted

substances．　These　were　taken　through　ultl・azin　filter．

　　　Fjg．工　Secreted　substande　from　mulberry　radicles　sli暮1ユtly　projected　from
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　　　　　　　seeds．

Fig．2　Secreted　substance　from　mulberry　radicles　of　the　successive　stage．

Fig．3　Secreted　substance　from　red　bean　radicles　s11ghtly　projected　from

　　　　　　　seeds．

Fig．4　Secreted　substance　from　red　bean　radicles　of　the　successive　stage．

　　（The　Botan｛cal　Laboratory　of　the　Imperial　College　of　Sericulture

　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Silk－industry，　Uyeda，　Japan）

Fiσ，　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig・　2

　b

F19．　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．翌14
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